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真
言
宗
か
ら
浄
土
宗
へ

　
西
光
寺
は
瀬
戸
川
西
岸
瀬

古
の
獅
子
ヶ
鼻
山
の
山
上
、
西さ

い

光こ
う
じ
だ
い
ら

寺
平
に
あ
っ
た
真
言
宗
の

寺
院
で
し
た
。
永え

い
き
ょ
う享

元
年

（
一
四
二
九
） 

三さ
ん
れ
ん
し
ゃ
ほ
う

蓮
社
宝
誉よ

上
人

が
浄
土
宗
寺
院
と
し
て
再
興
し
た

そ
こ
知
り

志
太物

語
の
で
す
。
文
安
年
間
（
一
四
四
四

〜
一
四
四
八
）、
青
島
村
の
渡
辺

孫
次
右
衛
門
が
、
三
夜
続
け
て
西

光
寺
の
移
転
を
薦
め
る
夢
を
見
、

現
在
地
へ
移
転
し
た
の
で
す
。

塔た
っ
ち
ゆ
う頭

三
院
、
末
寺
七
ケ
寺
に

　
江
戸
時
代
に
は
栄

え
い
り
ゅ
う竜
院
、
立

り
ゅ
う

信し
ん

院
、
正

し
ょ
う
み
ょ
う明

院
の
塔
頭
三
院

を
持
ち
、
末
寺
七
ヶ
寺
を
有
す

る
大
寺
で
し
た
。
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
の
地
震
と
火
災
に

よ
り
焼
失
し
ま
し
た
が
、
同
年
末

夢む

告こ
く

で
西
光
寺
平
か
ら
移
転

庚
申
信
仰
の
拠
点
木
町
庚
申
堂

が
自
ら
彫
り
上
げ
た
庚
申
像
を
地

蔵
院
の
境
内
に
祀
り
始
ま
り
ま
し

た
。
江
戸
末
期
に
は
、
駿
河
五
庚

申
、
駿
遠
六
庚
申
、
駿
河
六
庚
申

な
ど
霊
場
が
設
け
ら
れ
、
い
ず
れ

の
霊
場
に
も
木
町
堂
は
入
っ
て
い

て
、
県
内
屈
指
の
庚
申
霊
場
で
し

た
。
境
内
に
は
い
く
つ
か
の
庚

申
塔
が
あ
り
、
特
に
天て

ん
な和

三
年

（
一
六
八
三
）
の
銘
を
持
つ
庚
申

塔
は
、
藤
枝
地
区
で
は
最
も
古
い

も
の
で
す
。
明
治
に
地
蔵
院
は
廃

寺
と
な
り
、
明
治
三
十
四
年
西
光

寺
六
十
三
世
稟り

ん
よ譽

上
人
が
庚
申
堂

を
建
立
。
現
在
は
境
内
に
藤
枝

西
幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
。

仏
像
二
体
と
伊
佐
新
次
郎
の
書

　
寺
宝
と
し
て
年
代
不
明

の
暹し

ゃ
む
ろ羅

仏
像
と
仁に

ん
じ
ゅ寿

元
年

（
八
五
一
）
の
聖
観
音
菩
薩
像

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
庫
裏
に

は
下
田
奉
行
所
時
代
に
唐
人
お

吉
を
紹
介
し
、
そ
の
後
、
青
島

町
の
学
校
の
教
師
を
務
め
、
牧

之
原
の
開
拓
に
貢
献
し
た
伊い

さ佐

新し
ん
じ
ろ
う

次
郎
の
書
が
残
っ
て
い
ま

す
。
藤
枝
市
藤
枝
三
︱
一
〇
︱

三
十
七
（
小
嶋
良
之
）

に
は
客
殿
造
り
の
庫く

裏り

を
建
立
。

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に

は
本
堂
を
再
建
し
ま
し
た
。
七
ヶ

寺
あ
っ
た
末
寺
の
う
ち
、
西さ

い
う
ん
じ

運
寺

は
独
立
。
現
在
も
存
続
し
て
い

る
の
は
、
志
太
の
九く

け
い
け
っ
し
ゃ

景
結
社

（
九
景
寺
）
で
す
。

木
町
の
庚
申
堂
は
元
地
蔵
院

　
木
町
堂
の
庚
申
信
仰
は
、
三
百

年
ほ
ど
前
に
三
十
九
世
芳ほ

う
よ譽

上
人

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

保
福
島 

大
井
神
社
本
殿

ほ

ふ

く

じ

ま

志
太
新
名
物
探
訪

木
町
の
庚こ

う

申し

ん

さ
ん
と 

西
光
寺

一
年
半
の
大
修
理
で
し
た
ね
。

　
一
昨
年
の
六
月
か
ら
本
堂
の

改
修
が
始
ま
り
、
こ
の
一
月
で

大
半
の
工
事
は
終
了
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
回
の
本
堂

の
修
理
は
、
国
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定

さ
れ
た
た
め
、
国
と
県
と
市
か

ら
補
助
金
を
頂
い
て
の
も
の
で

し
た
。
本
堂
は
、
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）
年
に
建
立
さ
れ

た
も
の
で
、
当
時
は
か
や
ぶ
き

の
屋
根
で
し
た
。
明
治
三
十
八

年
に
屋
根
が
桟

さ
ん
が
わ
ら瓦

ぶ
き
と
な
り
、

昭
和
四
十
四
年
に
ふ
き
替
え
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
修
理
で
の
発
見

　
今
回
は
、
単
な
る
屋
根
の
ふ

き
替
え
だ
け
で
は
な
く
、
前
回

の
改
修
工
事
の
時
に
何
が
ど
う

修
理
さ
れ
た
か
も
確
認
し
な
が

ら
の
耐
震
工
事
と
な
り
ま
し
た
。

建
立
当
時
の
木
材
に
は
、
住
職

や
大
工
の
名
前
や
住
所
な
ど
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
か
や
ぶ

き
か
ら
瓦
ぶ
き
に
し
た
時
の
屋

根
の
傾
斜
を
な
だ
ら
か
に
す
る

工
事
の
跡
な
ど
も
見
つ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
巡
礼
に
訪
れ
た

と
き
に
奉
納
さ
れ
た
巡
礼
者
の

名
前
や
住
所
が
書
か
れ
た
木
札

も
百
枚
近
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。

一
月
三
十
一
日
か
ら
法
華
寺
展

　
本
堂
の
修
理
工
事
が
終
わ
っ

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
一
月

三
十
一
日
か
ら
焼
津
市
歴
史
民

俗
資
料
館
で
、
法
華
寺
展
・
本

堂
修
理
記
念
『
古
道
に
咲
く
花

︱
受
け
継
が
れ
る
祈
り
︱
』
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
江
戸
か
ら
明

治
期
の
奉
納
絵
馬
や
本
堂
に
安

置
さ
れ
て
い
る
二
十
八
部
衆
の

一
部
、
納の

う
さ
つ札
や
本
堂
寄
進
札
、

今
回
の
工
事
関
係
資
料
な
ど
が

展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
後
の
予
定
と
ご
開
帳

　
二
月
に
は
検
査
も
終
了
す
る

の
で
、
三
月
中
に
、
本
堂
を
公

開
予
定
で
す
。
ま
た
、
今
年
は
、

駿
河
三
十
三
観
音
霊
場
と
な
っ

て
い
る
本
尊
の
千せ

ん
じ
ゅ手

観
音
菩
薩

が
三
十
三
年
ご
と
の
御ご

か
い
ち
ょ
う

開
帳
の

年
回
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日

程
は
未
定
で
す
が
、
一
週
間
ほ

ど
の
期
間
開
帳
予
定
で
す
。
年

内
に
は
、
今
回
の
工
事
の
報
告

書
な
ど
も
作
成
予
定
で
す
。

百
年
ぶ
り
の
本
堂
大
修
理
終
了

一
月
末
か
ら
法
華
寺
展
、
三
月
に
は
公
開
予
定

辻
　
亮り

ょ

う

こ

う公
法ほ

っ
け華
寺
住
職

▲本堂

▲本尊・阿弥陀如来

▶
暹
羅
仏
像

（
焼
津
市
教
育
委
員
会
提
供
）

▶
聖
観
音
菩
薩
像

▲木町の庚申堂

▲伊佐新次郎の書

▲庚申塔

　
焼
津
市
保
福
島
に
あ
る

焼
津
市
の
総
合
体
育
館
の

隣
に
大
井
神
社
が
あ
り
ま

す
。
も
と
も
と
藤
枝
の
田
中

城
の
中
に
あ
っ
た
も
の
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
以
前
に
は
大
井
権ご

ん
げ
ん現

社
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
武

田
氏
が
支
配
し
た
時
代
に

現
在
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
中
期
、
江
戸
で
城
主

を
は
じ
め
家け

ら
い来

が
疫え

き
び
ょ
う病

に
か

か
っ
た
折
、
大
井
神
社
に
お

参
り
し
て
し
め
縄
を
江
戸
に

送
っ
た
と
こ
ろ
、
疫
病
が

治
り
、
以
後
、
大
祭
の
折
に

は
城
主
が
参
拝
し
ま
し
た
。

　
本
殿
は
、
関せ

き
が
た方

の
大
工
石

田
四
郎
兵
衛
が
造
営
し
た
も

の
で
、
獅
子
や
象ぞ

う

、
鯉
、
鯱

し
ゃ
ち

な
ど
の
見
事
な
彫
刻
が
あ
り
、

焼
津
市
の
指
定
文
化
財
で
す
。
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令和 　 年庚子2
月　 日（月）2 3

午前10時頃より出店
「恵方巻」「せとやコロッケ」
「新鮮野菜」「物産品」
「恵方巻」「せとやコロッケ」
「新鮮野菜」「物産品」

藤
枝
藤
枝成田山成田山

藤枝市本町 4 丁目 5-24 TEL.054-641-0652

豆まきは「年男・年女」に限ら
ず希望者はどなたでも豆まきが
できます。
本年の開運招福を願う豆まき式
に参加され、御利益をお受け下
さい。

かのえね

開運豆まき式
参加者募集

開運豆まき式開運豆まき式
豆まきの時間

午前の部 11：20 分頃
（11 時「星まつり」大護摩後）

午後の部 3：20 分頃
（3時ご祈祷後）

夕方の部 6：20 分頃
（6時ご祈祷後）

夜 の 部 7：50 分頃
（7時 30 分ご祈祷後）

お参りはバスが便利です！！
中部国道線「成田山前」下車

朝市「せとやっこ」朝市「せとやっこ」

各種販売予定！！

全4回

子年生まれは豆まきしてね！！

節分会節分会節分会

大切なことは
すぐにはわからない
大切なことは、目に見えません。その意味もすぐに

はわからないようになっています。

苦痛の末に
次なる成長がある
人生はある意味で苦痛の多いものです。そしてその

苦痛の先には成長が待っています。

どんな場所でも
幸せは見つかる
どんな境遇にあろうとも幸せの花を咲かせることは

可能です。一輪が花畑になることも可能です。

常に喜び、祈り、
感謝すること
次々に起こる人生の変化を喜び、次の変化を祈り、

様々な体験に感謝することです。

倒れたからこそ、
判ることがある
人生は挫折することでも築かれていきます。倒れた

からこそ、判ることが数多くあります。

人は熱量に
心を動かされる
人は何に感動し心を動かされるのか。見た目ではな

く、秘められた熱量に動かされます。

人生は未知なる
自分との出会い
挫折や変化のない人生などありません。その先には

新しい自分との出会いがあります。

焦らない、
そして諦めない
焦っても良いことはありません。焦らず最後まで諦

めないで一歩ずつが基本です。

憎悪で傷つくのは
自分自身
人を憎むことも体験の一つです。そして憎しみは結

果的に自分自身を傷つけるものです。

大切なことは
命を生き切ること
与えられた命はひとつです。その命をどれだけ生か

し、全うするかを求められています。

ありがとうは
魂が咲かせる花

「ありがとう」という言葉は、あなたの魂の喜びが

咲かせた真実の花でもあります。

良く生きた者は、
良く死ねる
与えられた命を最大限に燃やして生き切ることで、

安らかな死を迎えられるのです。

目に見えるものが
全てではない
目に見えるものはほんの一部です。見えるのは、

３６０度の中の１度に過ぎないのです。

ごめんなさいは
道を拓くことば

「ごめんなさい」という言葉は、あなたの人生の次

なる扉、次なる道と繋がっています。

陰口は
心の美を失わせる
陰口は、言ってはならないものではありませんが、言

えば心の美が失われていきます。

他人の評価に
引きずられない
評価を受けることは大切です。あまり他人の評価に

引きずられないよう心掛けましょう。

真剣にやれば
知恵が出てくる
何事も真剣に立ち向かっていると、それを乗り越え

る知恵が湧き出てくるものです。

無理だと思えば
無理になる
何事も無理だと思えば無理になります。出来ると思

うことで、可能性は拓けてきます。

死は
命の終わりではない
生きているものは必ず死にます。死は次の命と繋がっ

ていて生と死はひとつのものです。

ことばのサプリメント2
明治時代のヨハネの福音書では、「最初に言霊あり」という言葉から始まります。言葉は、単なる声で
はなく、魂や心といったものと深く結びついているものと考えられていました。それは今も変わりません。
人間関係を築くのも、壊すのも言葉の用い方ひとつです。２０２０年の始まりにあたり、５年ぶりに「こ
とばのサプリメント」をお届けしたいと思います。

むるぶ
流
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，好きな「ことばのサプリメント」は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 毘沙門 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　2月5日㊌
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

法華寺の本尊は？

　〇〇〇〇菩薩（漢字4文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼントしま
す。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

むるぶでタイムリーなイベント情報をというご要望を頂
きます。月一回の発行で紹介欄も少ないため、むるぶ
のホームページ併設のフェイスブックに「イベント掲示
板」を作り、１００回に渡り約５００のイベントを紹介
してきました。要望の多い読者の声は毎月、ほぼ全員
の声を「読者の声」欄で紹介しています。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目17-23（共立アイコム内）

※親子での参加お待ちしています。
※企業採用ご担当者の方もぜひ！

～ 保護者（親子）向け就活セミナー ～～ 保護者（親子）向け就活セミナー ～

採用現場から見える今どきの就活事情・企業から見る期待人材像採用現場から見える今どきの就活事情・企業から見る期待人材像
第1部＜講　演＞13：30～14：30

新入社員、就活生による就活体験談新入社員、就活生による就活体験談
第2部＜座談会＞14：30～15：30（質疑応答タイム含）

親が知っておくべきこ
と子の就職活動のため

に

参加費
無料

知っているようで知
らない今どきの就活

事情が見えてきます
。

プログラム

特定社会保険労務士・２級キャリアコンサルティング技能士
鈴木  聖子さん

2020年 2月15日（土）13：30～15：30開催日時

講　師

会　場

対　象

申込方法

静岡大学教育学部卒業後、静岡銀行に入行。シンクタンクの研究員、
専門学校の広報責任者を経て、平成16年同社へ入社。
現在は、採用、社員教育、人事、労務、給与、広報と、幅広く人事全般を担当。

交通：JR静岡駅　北口徒歩5分（静岡市葵区黒金町20－8）

大学（院）生、短大生、専門学生、高校生等の
保護者（学年不問）

○右記ＱＲコードからお申込みください。
　先着 40 名につきお申込みはお早めにお願いします。

【主　催】 静岡市／静岡商工会議所　
【連絡先】 静岡商工会議所　地域人事部　雇用対策課　TEL０５４－６５３－１０１１ （時間：10:00～17:00＜平日＞）

株式会社 共立アイコム
執行役員人事部長

静岡商工会議所　静岡事務所２F大会議室



2月の休日緊急医

小児科
・

2日（日　） 9日（日） 11日（祝） 16日（日） 23日（祝） 24日（休）

5

〈小〉高洲早川クリニック
（与左衛門）
�636･0021

〈内〉ハラダ城南医院
（田中三）

�647･1234

ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

〈内〉水上内科クリニック
（高柳二）
�634･1200

〈内・小〉入交医院
（大手二）
�641･0135

たぬま街道整形外科
（大新島）
�634･1110

〈内〉ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

〈内〉鈴木循環器クリニック
（高柳四）
�634･3131

〈内・小〉板倉医院
（田沼四）

�636･0881

しまづ整形外科
（高柳二）
�634･0888

〈内・小〉柴田医院
（藤枝四）
�641･0127

〈内・小〉横山消化器内科
（焼津市下小杉）

�622･0045
〈小〉小林小児科
（前島一）
�635･2620

いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

〈内〉いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

〈内・小〉みやはら内科クリニック
（小石川町一）
�647･5670

〈内〉すみや脳神経クリニック
（本町二）
�647･5511

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

〈内〉花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

〈小〉小石川町小児科・アレルギー科・
皮ふ科クリニック（小石川町一）
�644･8800

〈内〉青島北クリニック
（瀬古二）
�647･7707

はまべ整形外科
（上藪田）

�648･1500

〈内・小〉にわ医院
（藤岡一）
�645･2800

2日（日） 9日（日） 11日（祝） 16日（日） 23日（祝） 24日（休）

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）

�621･5888
〈精・心〉藤枝メンタルクリニック
（瀬戸新屋）
�631･6841

むらまつファミリークリニック
（藤枝五）
�641･5318

〈皮・形〉おおたき医院
（高洲）

�631･4167

なかがわ眼科クリニック
（高洲）

�631･5571

竹中歯科医院
（高洲一）
�636･6777

ながい歯科
（下藪田）

�625･8410

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

〈泌〉五十嵐医院
（瀬戸新屋）
�643･5571
桜デンタルクリニック
（平島）

�643･1188

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749
〈皮〉みやけ皮膚科
（前島二）
�634･4112
はっとり歯科・矯正歯科
（音羽町三）
�644･2256

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）

�620･6001

志太眼科
（益津）

�645･5511

細井歯科
（高洲）

�636･6731

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000

村松歯科医院
（本町二）
�641･1430


